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まえがき 

 
 本年３月末で、九州システム情報技術研究所設立後３年と３か月が経過します。平成１０年

７月には、当初の計画どおり第３研究室も発足し活動を開始しました。体制は順調に整いつつ

あります。３年といえば区切りの年です。研究所も、基礎造りを終え、さらなる発展を目指し

て旅立つ決意を持つべきでしよう。 

 景気は依然として低迷を続け、経済情勢も決して明るくはありません。しかし、このような

時勢だからこそ、情報化時代における地場産業への貢献と地域の活性化を目指している本研究

所の役割は益々重要になると自覚しています。 

 ３年間の締めくくりの意味も込めて、本年度の活動報告書を刊行しお手元にお届けします。

平成１０年度の成果が、次のステップを踏み出すために少しでも役に立つものであって欲しい

と願っています。皆様方のご批判とご意見を賜われば幸いです。これを機会に、当研究所に対

する変わらぬご支援ご鞭撻を心からお願いいたします。 
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１ 研究開発事業 

 

１．１ 定常型研究開発 

 
 定常型研究開発事業は1ISIT の恒常的な事業であり、中長期的かつ戦略的に重要なテーマについて実

施しています。大きく分けて、「システム LSI 設計の体系化」、「ソフトウェア設計手法とネットワ

ークシステム」及び「ネットワーク情報マシンにおけるユーザフレンドリーなインタフェース環境の

実現」に関する研究を行っています。 
 
１．１．１ 第１研究室（安浦研究室） 

 
構成員： 

室長 安浦 寛人 

研究員 伊達 博 

 甲斐 康司 

 藤懸 英昭 

研究助手 井上 昭彦 

 Eko Fajar Nurprasetyo 

 本田 久平 

 杉原 真 

事務補助 宝蔵寺 博子 （平成１１年３月３１日 現在） 

 

 第１研究室の研究テーマは、「システム LSI 設計の体系化」です[1]。将来の様々な社会システムに

組み込まれると考えられるシステム LSI の基本となる技術を開発するとともに社会への健全な普及を

促進し、新しいシステム情報技術を確立したいと考えています。 

 近年の集積回路技術の進歩により、システム情報技術は自動車、家庭電化製品、通信機器、自動販

売機、情報処理機器、ロボット、玩具、カメラ、産業機器など私達の生活を支える種々の機器に組み

込まれる形で日常生活の隅々に浸透しています。これらの機器組み込みシステムの開発においては、

高機能化、高性能化、低消費電力化、低コスト化、高信頼化、さらには設計期間の短縮と要求がます

ます厳しくなってきています。このような応用分野の拡大と製品のライフサイクルの短縮に対応する

ために機器組み込みシステムに関する新しい設計手法の確立が一層重要な課題となってきました。さ

らに今後、LSI の集積度が増すと、システムを一つのチップで実現するシステム LSI の需要が増加し

ます[2],[3]。 

 第１研究室では、このような要求に応えるための要素技術として、以下のテーマに関する研究を進

めています。 

                                            
1 ISIT（Institute of Systems & Information Technologies / KYUSHU）：財団法人九州システム情報技術研究所 
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 ● 高信頼性を有するシステム LSI の研究 

 ● 組込み用システム LSI の研究 

 

 これらの研究を通じて、それぞれの応用分野に適した高性能で高品質なシステム LSI を効率的に開

発するための新しい設計技術を確立したいと考えています。 

 具体的には、信頼性の高いシステム LSI を実現する技術として、検証やテスト[4]に関する技術を提

案し、実際に、暗号処理用のプロセッサ（ISIT-DLX）を試作いたしました。また、組み込み用システ

ム LSI における新しい DRAM／ロジック混載アーキテクチャを提案しました。リアルタイムシステム

を考慮したシステム LSI 技術の研究も推進しています。システム LSI に関する情報の共有を目的とし

て、システム LSI ワーキンググループを主催し、近隣の企業、大学、官公庁などの皆様に参加いただ

き、定期的に議論を行っています。 

 このほか、九州大学の村上和彰助教授が提唱している次世代高性能マイクロプロセッサアーキテク

チャーPPRAM（Parallel Processing Random Access Memory ）のインターフェース標準化活動にも

中心的なメンバーとして参加しています。 

 システム情報技術は、社会システムの各部に広く利用され、その影響は科学技術はもとより政治や

経済活動、さらには市民の日常生活に大きな影響を与えるようになっています。しかし、このように

重要な技術に対して、一般の人々の基本知識は必ずしも十分なものとはいえません。第１研究室では、

社会に浸透したシステム情報技術に関する社会常識の確立の必要性を考え、社会混乱の発生を防ぎ、

個人の権利が侵害されないようにすることを目的に、以下のテーマに関する研究も行っています。 

 

 ● 計算機教育手法 

 

 以上のような研究を実施するための環境として、多くのワークステーション上に論理合成ツールや

シミュレーションツールなどの設計ツールを準備し、簡単な回路試作の設備も整えています。また、

九州大学を中心とした大学や各種研究機関、企業との交流も盛んに行っています。 

 

（１）高信頼性を有するシステム LSI 技術 

（a）システム LSI 検証技術 

 システム LSI が仕様を満足しているかどうかを確認するためには、検証技術が必要となります。そ

して、この検証技術は、システムの信頼性を保証するための重要な技術です。これまでの検証技術は、

物理現象をモデル化し、そのモデルに基づき評価を行ってきました。しかしながら、システム LSI の

ようにプロセッサやメモリなどの複数のコアからなる LSI の検証については、従来のモデルでは対応

できない問題が生じます。本研究では、システム LSI のための、効率的な検証技術の確立を目指して

います。 

 本年度は、プロセスの統計情報をタイミング検証に取り入れる新しい検証手法[5]を提案しました。 

今後は、これらの検証方法を実際のチップ設計に適用し、企業などとの共同研究に発展させたいと考

えています。 
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（b）システム LSI テスト技術 

 システム LSI のテスト技術は、製造過程において不良品を排除するための技術で、システムの品質

を保証するための重要な技術の一つです[6]。システム LSI のように複数のコアからなるものを効率的

にテストするには、これまでの LSI と比較し、新しい課題が生じます[7]。 

 本年度は、複数のコアからなるシステム LSI をテストするための新しい方式を九州大学と共同で提

案しました[8], [9], [10], [11]。 

 今後は、これらのテスト方法を実際のチップ設計に適用し、企業などとの共同研究に発展させたい

と考えています。 

 

（c）暗号処理用プロセッサ ISIT-DLX の試作 

 ネットワーク上でシステムを構築する場合、セキュリティを確保するのは重要なことです。ネット

ワークセキュリティを LSI によりサポートできれば、システムの信頼性の向上につながります。本研

究では、そのような要求に応えるための一つの技術として、効率的な暗号処理用 LSI 設計手法の確立

を目指しています。 

 本年度は、実際に暗号処理用 LSI の設計を行い、九州大学と共同で、チップの試作を行いました。

プロセスは、0.35μ ｍの CMOS で実現いたしました。また、ISIT 独自に LPGA（Laser Programmable 

Gate Array）によるチップの試作も行いました。 

 今後は、これらの試作チップを評価するとともに、これまで開発してきたコンパイラ技術[12]とリ

ンクさせ、企業などとの共同研究に発展させたいと考えています。 

 

（２）組み込み用システム LSI 技術 

（a）システム LSI の低消費電力化及び高性能化に向けたメモリ・アーキテクチャの研究 

 システムの低消費電力化/高性能化を実現するデバイスとして、プロセッサなどのロジック回路とメ

モリとを１つの LSI に集積する「メモリ/ロジック混載 LSI」が着目されています。従来は、情報機器

システムの規模に対して、半導体の微細加工技術が及ばないために、プロセッサとメモリとを別個に

実装していました。しかし、両者を別個の LSI として実装することは、これらの間を接続する信号線

数を物理的に抑えることになり、アーキテクチャの設計自由度を抑制する問題がありました。近年プ

ロセッサとメモリとを混載する技術と微細加工技術とが進歩し、LSI 内で両者を接続する際の設計自

由度が高まったことで、低消費電力化/高性能化を目的とするシステム LSI に特有なプロセッサやメモ

リのアーキテクチャが注目されています。第１研究室では、従来のメモリ・アーキテクチャを見直し、

メモリ/ロジック混載 LSI に適したメモリ・アーキテクチャの研究[15],[16],[17],[18],[19]に取り組んで

います。 

 

（b）リアルタイム OS に関する研究 

 ここ数年の急激な組込み機器の高性能化、多機能化により、アプリケーションソフトウェアが複雑

化しています。これまで組込み機器では OS は搭載されず、直接アプリケーションが実行されること
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が一般的でした。しかし上に述べたような複雑化のため、複数のプロセスが実行されることも多くな

ってきており、リアルタイム OS の必要性が日増しに大きくなっています。 

 また、今後システム LSI が普及するにつれ、ハードウェアに精通していない技術者がシステムを設

計する事も多々あると考えられますので、ハードウェアを遮蔽するという意味でもリアルタイム OS

の利用は必要不可欠になってくるものと考えられます。 

 私たちは、現在組込み機器用のリアルタイム OS に求められているコード量が少なくカスタマイズ

が容易で、かつ検証が容易となるような、新しい OS についての研究[13]を行っています。 

 

（c）産業用組込みシステム用マイクロプロセッサに関する研究 

 近年、産業用の組込み機器においても高速化・多機能化が進んでいますが、この分野におけるマイ

クロプロセッサ関連技術は、パーソナルコンピュータ及び家庭用組込み機器に牽引されています。産

業機器（FA システム）に組み込まれるマイクロプロセッサには、非常に厳しい制約があり、その制

約を満たしつつ、所望の性能を発揮できるようなマイクロプロセッサはあまり多くないというのが現

状です。これは、産業用機器はそのほかの分野に較べて量産効果が出にくいため、コスト高になって

しまい、マイクロプロセッサメーカーにとって利益が少ない事が原因の一つだと思われます。 

 しかしこれら産業用組込み機器は１０年～２０年もの長い間、人命にも関わる環境で使用されるた

め、単に損得勘定のみで考えるべきではないと考え、これら産業用機器に適したマイクロプロセッサ

アーキテクチャの研究[14]を行っています。現在特に多関節ロボットに関して、制御プログラムの動

作解析を行っており、この結果から新しい産業組込み機器用マイクロプロセッサのアーキテクチャを

開発する予定です。 

 

（３）計算機教育手法 

 パソコン、家電製品、自動車、玩具などの高性能なマイクロプロセッサが組み込まれた機器が日常

生活で使われています。しかしながら、一般の人々の情報処理技術に関する知識は必ずしも十分であ

るとは言えません。２１世紀に向けて進展する社会の情報化の中で、情報処理技術の誤った認識や使

い方による混乱が発生しないようにするために、情報処理技術に関する知識を社会常識として確立す

ることが必要です。ここで重要なのは「マイクロプロセッサは故障でない限りプログラムされたとお

りに動作する」という点であり、万一意図しない動作が行われた場合に物理的な故障、プログラムの

不備、正常でない使い方、故意の操作などのあらゆる原因を想定し、合理的に対処することが肝要で

す。このような理念のもと、我々は、専門家以外の人々が情報処理技術を利用する際の基礎的な知識

や能力を養えるように、中学生程度の学力を対象とした学習カリキュラムの構築と実験授業を平成９

年度より行っています。平成１０年度は、福岡市内の中学校での実験授業の実施、九州大学主催「楽

しい夏の理科教室」への協力を行いました。さらに平成１１年度は、IPA（情報処理振興事業協会）

の情報学習サポート事業における「計算機及び情報技術の原理教育のための教材開発」のプロジェク

トとして活動を行います。 
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１．１．２ 第２研究室（荒木研究室） 

 
構成員： 

研究室長 荒木 啓二郎 

研究員 張  漢明 

 山崎 重一郎 

 須賀 祐治 

研究助手 後藤 幸功 

 園田 吉英 

 田中 俊行 

 中尾 英樹 

 持尾 弘司 

事務補助 宮本 由美 （平成１０年３月３１日 現在） 

 

 近年のインターネットにおける WWW（World Wide Web）に象徴されるコンピュータネットワーク

は、一般社会におけるインフラとして認識されつつあります。コンピュータ及びコンピュータネット

ワークが社会に浸透するにつれて、社会システムにおけるコンピュータシステムが果たす役割はます

ます大きなものになっています。このようなネットワーク社会では、コンピュータシステムの欠陥が

社会システムに重大な影響を及ぼし、コンピュータシステムの品質に対する信頼性・安全性の保証は
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重要な社会問題として認識されています。 

 第２研究室では、コンピュータネットワークシステムの技術と社会システムの融和を図り、信頼性

の高いコンピュータ及びネットワークシステムを効率良く設計・構築するための研究を行っていま

す。具体的には、以下の３つの研究テーマを掲げています。 

 

 

 

● ネットワーク上における社会・経済システムの構築 

● 系統的なソフトウェア開発手法 

● 品質保証・ネットワーク構築技術 

 

 「ネットワーク上における社会・経済システムの構築」に関する研究では、インターネット上にお

ける社会システムや経済システムを構築するための基本・応用技術の研究開発を行っています。「系

統的なソフトウェア開発手法」に関する研究では、実用規模のソフトウェアシステムの開発に形式仕

様に基づく系統的方法を適用した事例を示し、実用性と適用性の高いソフトウェア開発法ならびに支

援ツールの実現を目指しています。「品質保証・ネットワーク構築技術」に関する研究では、インタ

ーネット上における通信に対して品質の保証を与える技術及び品質保証サービスの実現方法と運用

管理技術についての研究を行っています。 

 第２研究室では、ネットワークならびに情報処理の基礎技術を基に、それらを応用してシステムを

構築する技術、それらを利用することと人間社会生活とのかかわりなど、広範な問題に取り組んでい

きたいと考えています。特に、利用者の個々の状況にあわせることができ柔軟で、いわゆる人にやさ

しいシステムに関する研究開発を、公共サービスや教育といった利用分野の専門家との協力のもとに、

社会システムと技術との融和を図りながら行っています。 

 

（１）ネットワーク上における社会・経済システムの構築 

 前年度は、デジタル認証の基礎となる認証局システムやディレクトリーシステムを構築し電子決済

などを題材として実際に機能するプロトタイプシステムの公開デモンストレーションを行いました

が、今年度はそのシステムを実用化へ一歩進めるための利用技術に主眼を置いて研究開発を行いまし

た。特にインターネット上におけるプライバシー保護技術と与信システムの研究を中心的なテーマと

しました。また、昨年度及び今年度の定常研究で研究開発したデジタル認証技術は、福岡市からの委

託事業である「福岡市オンライン認証実証実験」において実証的に評価が行われました[6]。 

 認証技術を用いた応用システムの検討の中で、安全に信用情報やプライバシー情報を扱うには、本

人確認という意味での認証の上に個人の属性や信用などを保証するシステムが必要であることから、

認証と信用と利用ポリシーを分離した相互認証モデルを提案しました[1],[2]。このモデルは昨年度から



―8― 

提案してきた「認証局の３権威分立モデル」を拡張したものであり、個人や団体に対する与信情報を

与える「与信機関」を導入し、そこから「属性証明書」を発行するモデルです。そしてこのモデルに

基づいて X.500 ディレクトリーサーバを中核にした認証基盤システムをつくり、ここで証明書管理

や属性情報管理を行うシステムを構築しました[3],[7],[8],[9],[13],[14]。 

 この認証基盤システムを用いた応用例としていくつかのプロトタイプの開発を試みました。プライ

バシー権を「自分に関する情報の流れ方を本人の意志に基づいて管理できる権利」と定義し、ホーム

ページを使った求人者と求職者の雇用マッチングシステムを題材にプロトタイプを構築しました [5]。

さらにアクセス管理モデルを整理して「サービスの場」における様々な立場に依存したアクセス管 

理ができるようにし、複数の学校間の生徒や先生によるコラボレーション環境を題材に実験システム

を構築しました[12]。与信情報を属性証明書として表わすことでクライアントの意志に基づいて個人

情報のアクセス管理を可能としたシステムについて、医療問診を題材にプロトタイピングしました。

またローカルマネーの決済システムの研究としては、複数のローカルマネーを相互運用可能にするモ

デルを提案しました[4]。 

 そのほかにも S/MIME メーラのベンダー向けにメール経由でクライアントからの証明書発行要求

を受付し、認証局で署名して証明書を返信するという S/MIME オートレスポンダサービス[11]の実験

を行ったほか、認証基盤システムの基礎となる暗号技術に関してはグラフの同型問題に基づいた新し

い鍵交換と公開鍵暗号方式を提案しました[10]。 

 

（２）系統的なソフトウェア開発手法 

 ソフトウェア開発は複数の人間の協調作業であり、ソフトウェア開発における成功の鍵は、顧客と

開発者の間、また開発者どうしの間において、開発するシステムが「何」であるかを正しく理解し共

有することである、と言っても過言ではありません。システムに対する理解を共有するための中心的

な役割を果たすものがシステム仕様記述です。本研究では、信頼性の高いシステム仕様記述を効率よ

く構築するための、対象システムのモデル化、及びシステム記述の分析を支援するための技術開発を

行っています。 

 

（a）システム仕様記述のための変換技術の開発 

 本研究では、システムの最適なモデルと仕様記述は試行錯誤の結果得られることに着目して、仕様

記述の試行錯誤の過程を変換と捉え、その過程を形式仕様記述言語Ｚを用いて定式化することにより、

システムのモデル化支援および記述の分析支援を図ります。より良いシステム記述を構築するために

は、システムの内部状態のモデル化と仕様記述の構造が重要です。また、システムの内部状態が保持

すべき制約を明確に記述することが、システム分析において重要な役割を果たします。更に、モデル

化の作業を支援するために、直感的で人間になじみやすい図式表現の導入が望まれます。 

 本年度は、システム内部状態のモデルとして二項関係に着目し、Ｚにおける二項関係モデルの中で
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最も特徴的なモデルである全域関数、部分関数および関係の間の仕様記述の変換手法を提示しました

[19],[20]。システムの内部状態の制約を分析するための手段として、操作の仕様記述に操作的に表現

されているシステムの内部状態に対する制約を、システム状態不変条件として変換する手法を提示し

ました[21]。また、図式表現と形式的な表現の間の変換として、CASE（Computer-Aided Software 

Engineering）ツールで一般的に用いられる構造化ダイアグラムからＺ仕様記述に変換する手法を提示

しました[17]。 

 

（b）形式手法によるドメインモデルの構築 

 本研究は、実際の具体的な問題領域を対象として、形式手法を用いたドメインモデルの構築を通し

て、形式手法を用いた開発事例の蓄積、及び形式手法の有用性を実証することを目的としています。

ソフトウェア開発では、対象とする問題が「何」であるかを理解し、それを文書化することが最も重

要な工程です。現実世界の問題を抽象化して、数理モデルの世界で問題を定式化することにより、利

用者と開発者の間および開発者の間において、問題に対する本質的な議論が促進され、厳密な記述と

本質的な議論を通して問題の本質が浮かび上がります。形式手法は、開発に関わる人たちの間におい

て共通認識を形成するための道具として有効な手段であると考えられます。 

 本年度は、セキュリティプロトコルを例にとり、プロトコルの仕様記述と安全性の性質の記述につ

いて検討しました。具体的には、形式仕様記述言語 RSL（RAISE Specification Language）を用いて、

ネットスケープ社の SSL（Secure Socket Layer）プロトコルの仕様を記述し、また、SSL の仕様書で

想定されているネットワークの攻撃を RSL を用いて記述することにより、想定されている攻撃に対し

て SSL が安全であることを検証しました[16,21]。形式的なプロトコルの記述を行うことにより、仕様

における前提条件が明示され、プロトコルが保証している安全性に対する本質的な議論が促進される

ことを確認しました。 

 

（３）品質保証・ネットワーク構築技術 

 インターネットの爆発的な増大によってコンピュータの性能とともにネットワークの伝送技術も

メガ（Mega、10 の 6 乗）からギガ（Giga,10 の 9 乗）へ発展し、現在では T（Tela,10 の 12 乗）や P

（Peta,10 の 15 乗）の単位で開発が行われてきております。また、インターネット上での通信品質保

証を行うためのプロトコルである RSVP（Resource Reservation Protocol）が IETF（Internet 

Engineering Tasks Force）において第一版の標準化が終了しました。この大容量ネットワークの存在

と資源予約プロトコル RSVP の標準化によって、市場やユーザはインターネット上での品質保証され

た動画像や高品質音声を用いたマルチメディア通信の実現を期待しており、また要求しています。し

かし、現在インターネット上で使用されている様々な動画像アプリケーションは低速回線を前提に開

発されていたため、この高速ネットワークを活用することは困難です。 

 そこで、本年度は RSVP の機能を備え高速ネットワークに対応した VoD（Video on Demand）シス
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テムのテスト版として IMVT（Internet Multi-Access VideoToolkit）を実装しました[23],[24]。本システ

ムを用いて ATM ネットワーク上でビデオ送信を行ったところ、資源予約による効果によって画像の

損失がほぼない通信が行えることを証明しました[25],[26]。今回の実装では NTSC の信号をビデオキ

ャプチャーカードによって受像したため毎秒 15 フレームが限界でした。しかし、IEEE1394 を用いた

DV（Digital Video）を用いることにより毎秒 30 フレームが受像可能となるため、現在その DV と

IEEE1394 を用いたインターネット VoD システムの実装を行っております。また、インターネット

VoD を世界規模で稼動可能とするためのプロトコルの開発も行っております。 
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１．１．３ 第３研究室 

 
構成員： 

室長 未定 

研究員 木室 義彦 

 勝瀬 郁代 

研究助手 岸田 哉生 （平成１ 1 年３月３１日 現在） 

 

 第３研究室は第１研究室及び第２研究室の研究テーマと連携し、事業創出を活性化するとともに、

次世代のマルチメディア技術における重要な基盤研究を行う目的で、本年度新設されました。 

 第３研究室の研究テーマは、「ネットワーク情報マシンにおけるユーザフレンドリーなインタフェ

ース環境の実現」です。パーソナルコンピュータをはじめとする情報機器は、年々小型軽量化し高度

で複雑な処理を行えるようになってきました。価格的にも私達が気軽に手にできるようになってきま

した。私達とコンピュータの間の物理的な距離は次第に縮まりつつあるといえるでしょう。しかし心

理的な距離は依然として遠いままです。その大きな原因のひとつは、ユーザインタフェースまでもが

高度で複雑であるためでしょう。我々の研究目的は、その心理的な距離を縮めることにあります。第

３研究室では、マンマシンインタフェースやロボティクスにおける要素技術の開発だけでなく、その

具体的な応用も考えています。具体的には、以下のような技術開発を行っています。 

 

 ● マンマシン音声対話理解システムの開発 

 ● 情景分析のための画像処理手法の検討 

 ● ネットワークを介して人間と対話する移動ロボットシステムの開発 

 

 「マンマシン音声対話理解システムの開発」では、音声入出力が可能なマンマシンインタフェース

の実現を目指しています。「情景分析のための画像処理手法の検討」では、人間を含めた実環境シー

ンの解析を試みます。「ネットワークを介して人間と対話する移動ロボットシステムの開発」では、
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上記２つの要素技術を実際に統合することにより、応用化の際の具体的な問題点の洗い出しと克服を

目指しています。 

 

（１）マンマシン音声対話理解システムの開発 

ユーザフレンドリーなインタフェースを実現するものとして、音声入力インタフェースが注目され

ています。面倒なキーボード入力を行わなくても、機器を操作することができるからです。しかし音

声インタフェースがその有用性を十分に発揮するには、まだまだ解決すべき技術課題が山積していま

す。音声インタフェースのユーザビリティの向上のために、私たちは次の２つの技術課題に取り組ん

でいます。 

 

（a）音声認識技術や音声合成技術を導入したユーザインタフェースの構築 

コンピュータインタフェースに既存の自動音声認識技術や機械音声合成技術を導入したとき、それ

らをどのように用いれば、ユーザフレンドリーな音声インタフェースを構築できるかについて検討し

ています。 

これまで開発されてきた自動音声認識技術は、いわゆる「書き言葉」を朗読したものを聞き取るこ

とは得意です。しかし、私達が普段話している「話し言葉」は書き言葉とはずいぶん違います。私達

がコンピュータと対話する時は、当然「話し言葉」を用いますから、コンピュータは「話し言葉」を

聞き取れなければなりません。また、さらにコンピュータがその言葉の意味を理解できなければ、た

とえ言葉を聞き取ることができたとしても、その指示に従って仕事を遂行することができません。と

ころが、残念ながら現在の技術レベルでは、実用化に耐え得る音声インタフェースを構築するには、

「聞き取る」能力も「理解する」能力もまだ充分とは言えません。 

私たちは、長年にわたり開発されてきた自動音声認識技術の限られた能力をどのように利用すれば、

ユーザインタフェースにおけるユーザビリティが向上できるかを探っています。 

 

（b）日常環境で音声インタフェースを利用するための耐雑音技術 

情報機器の小型軽量化に伴い、コンピュータを携帯して使いたいときに使えるようにするための技

術の開発が求められています。小型軽量化には従来のようなキーボードは大きくて邪魔なものです。

そういった点からも音声入力インタフェースの開発が求められています。ここでも自動音声認識技術

が活躍することになります。一方で、現在の自動音声認識技術は非常に雑音に脆弱です。コンピュー

タが実際に使用される環境にはたくさんの音で満ちあふれているでしょう。お茶の間のテレビの音、

街の雑踏や駅のアナウンスの声、車の走行音など、日常的な環境音が認識性能を著しく劣化させます。

それゆえ、長年培われてきた自動音声認識技術が、実環境での使用の際に大きな制約を受けています。

音声入力のできるインターフェースをもつ情報機器を日常生活の中で気軽に使用するためには、雑音

がある中で欲しい声だけを取り出せる技術の開発が必要になります。 

また、高齢化社会を迎えるにあたって、補聴器を必要とされる方が増えてくるでしょう。現在使わ

れている補聴器は、聴きたい声もそれ以外の雑音も同様に増幅してしまいます。もし、耳障りな雑音

を取り除いて聴きたい声だけを大きくすることができれば、補聴器はもっと広く普及することでしょ

う。 
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私たちはこのような社会的要求から、複数の音が存在する中から目的の声だけを抽出する信号処理

技術の開発を行っています。 

 

（２）情景分析のための画像処理手法の検討 

 コンピュータネットワーク技術の進歩により、端末を 1 台手元に用意するだけで、世界中から、文

字や音、画像といったマルチメディア情報を取り寄せることができるようになってきています。もし、

コンピュータネットワークの先にさらにロボットを接続することができると、そのロボットが遠隔地

で自分になり代わり何かをするということが可能になります。人間のリモートな目になり、耳になり、

手になり足になることもできるようになります。このようなロボットを作るためには、 

 

 ・ネットワークの向こう側で人手を要せずに動くための、ロボットの自律化、自立化 

 ・ロボットと人間との間の、ネットワークを介した、または直接対峙してのインタフェース 

 

の実現を考えなければなりません。これらのために、私たちは、人間を含めた実環境シーンを想定し、

これを解析するための画像処理技術を開発しようと考えています。 

本年度は、これの端緒として、移動ロボットシステムの開発と人間の身振り検出の研究を九州大学

ほかと協力して行ないました[1]。 

 

（３）ネットワークを介して人間と対話する移動ロボットシステムの開発 

 先の（１）、（２）の開発技術を具体的な応用に結び付けるため、これらの技術を統合したインタ

フェース環境の構築を行うことにしています。具体的には、音声処理及び画像処理技術を載せること

ができる共通のプラットホームを移動ロボット上に構築し、このロボットを実際に動作させることで、

応用化の際の問題点の洗い出しと克服を目指します。今年度は、研究の初年度ということもあり、こ

の移動ロボットシステムのシステム設計、画像処理及び音声処理とをネットワークを通じて接続する

ための研究環境の整備を行ないました。また、この移動ロボットシステム開発と関連して、第１研究

室において提案、採択されました「計算機及び情報技術の原理教育のための教材開発(情報処理振興事

業協会、情報学習サポート事業)」の一部を分担することになりました。 

 
参考文献： 

[1] 桐木利弘、豊福邦彦、長谷川勉、木室義彦、石井優, “ ジェスチャ観測のための 4 足歩行ロボッ

トの動作制御－"はしらんか"プロジェクト第 4 報－” , 第 17 回計測自動制御学会九州支部学術講

演会, 1998/12 

 

１．２ 受託研究 

 

 受託研究は比較的短期の研究、調査、指導などの受託を行うもので、本年度は以下の内容について

実施しました。 
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（１）オブジェクト指向と形式的手法に基づく要求定義方法論に関する研究 

 大規模なシステムの要求定義を行うためのオブジェクト指向と形式的手法に基づいた支援技術及

び支援ツールに関する研究を行いました。 

 

（２）コアプロセッサベースシステム LSI の最適化設計技術に関する研究 

 システム LSI として暗号処理用 LSI を取り上げ、ソフトコアプロセッサを用いた設計手法の有効性

を確認しました。 

 

（３）汎用シーケンサ回路のハードウェア及び基本ソフトウェアの開発 

 通信分野をターゲットとしたシステム LSI である汎用シーケンサアレイ回路を試作しました。 

 

 

（４）ソフトウェア開発における形式的手法の実用化技術に関する研究 

 ソフトウェア開発における形式的手法に関して、形式仕様記述言語、検証技術、形式的手法の適用

例などの概要調査、及びシステム開発における課題を検討し、形式的手法の実用化技術の研究を行い

ました。 

 

（５）形式的手法に基づくシステム開発技術に関する研究 

 信頼性の高いシステム開発において、堅牢なドキュメントを構築するための仕様記述法に関する研

究を行いました。 

 

（６）福岡市オンライン認証実証実験 

 国（建設省）の補助を受けて福岡市が進める「福岡市オンライン認証実証実験」を受託研究として

実施しました。実験では、ISIT で従来から取り組んでいる「地域型オンライン認証技術」の実証を中

心として、地域向けアプリケーションの提供、住宅の情報化に関わる調査などを行いました。また、

福岡市が計画中の「福岡市総合情報ネットワーク（仮称）」における市民向け行政情報サービスに必

要な個人認証技術や行政サービスへの適用可能性を調べました。 
 

（７）マルチメディア住宅の提案に関する調査 

 マルチメディア住宅共同研究開発協議会からの委託を受けて、上述の福岡市オンライン認証実証実

験の実施に合わせて、 

 （a）都市型住宅への屋外無線 LAN の適用 
 （b）映像コンテンツ活用のためのハード・ソフトの検討 
 （c）住宅におけるマルチメディア端末 
について、の調査・実験を行いました。 
 

（８）食肉市場インターネット新取引システムの調査分析 
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 福岡市で進めている新食肉市場(仮称)整備事業の情報化計画のうち、インターネットを利用した取

引システムに関して、 

 （a）映像情報の画質 

 （b）情報のセキュリティ 

 （c）情報（映像・格付）確定のタイミングと情報公開から締切までの時間の確保 

を中心に技術的な観点から調査分析を行いました。 

 

（９）福岡市総合情報ネットワーク構築に関する基本設計 

 福岡市においては、高度情報化に対応するため、今後、情報通信技術を活用した各種行政サービス

（マルチメディアによる在宅福祉、遠隔教育、行政情報の提供など）の提供を検討しています。 

 サービスの提供にあたっては、構築を予定している「福岡市総合情報ネットワーク（仮称）」を介す

ることとなりますので、同ネットワークの構築に際し必要となる市民ニーズの把握、市の既存システム

との連携・調整及びその結果をふまえた基本設計を福岡市からの委託により行いました。 

１．３ 共同研究 

 

 単一の組織では行い難い研究テーマや、単独でやるよりも大学や企業などと共同で進めた方が効果

的な技術などについては共同研究を行っています。本年度は以下のテーマについて進めてきました。 

 

（１）九州大学大学院システム情報科学研究科及び同工学部情報工学科との共同研究 

 九州大学との間で、システム LSI、ソフトウェア及び計算機ネットワークに関する共同研究を行い

ました。 

 

（２）5WIDE プロジェクトへの参加 

 WIDE プロジェクトに参加し、インターネットにおけるネットワーク品質に関する研究を行いまし

た。 

 

（３）計算機教育 WG（Working Group） 

 計算機及び通信ネットワークなどの動作原理をわかりやすく教育・学習する方法を確立するため

の活動を行いました。地域の子供達を対象としたマイコン・ロボット・ラボ（九州大学主催「楽しい

夏の理科教室」に協力）や福岡市内中学校での授業などの実践教育も行い、大変好評を得ました。 
 

（４）システム LSI WG（Working Group） 

 本 WG は、 システム LSI の理解を深め、市民社会への健全なシステム LSI の普及を図ることを目

的とし、 

（a）システム LSI に関する最新情報の紹介 

                                            
5WIDE（Widely Integrated Distributed Environments）プロジェクト：オペレーティングシステム技術と通信技術を基盤とした

新しいコンピュータ環境の確立を目指す国内の研究プロジェクト（代表 村井 純：慶応大学教授） 
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（b）市民社会へのシステム LSI の活用に関する議論 

（c）システム LSI の設計・製造及び事業展開に関する議論 

などを通して、システム LSI にかかわる問題意識を共有する場を提供すべく、発足致しました。 

 具体的な活動としては、 

（a）システム LSI に関する技術ロードマップの紹介 

（b）国内外の学会などにおける最新情報の紹介 

（c）システム LSI を設計・製造している現場の方からの意見をもとにした議論 

（d）システム LSI を活用して行く応用分野からの意見をもとにした議論 

（e）研究開発に係わる国などの補助制度への共同提案 

（f）システム LSI の社会への普及に関連する自由な議論 

を開始致しました。 

 
１．４ 特許出願 

 本年度は、LSI 設計に関する特許を 2 件出願しました。 
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２ 交流事業 

 

 発展性ある研究活動を支えるため、いろいろな交流事業を推進しました。交流事業の目的は、賛助

会員、福岡 SRP センタービル入居企業、地場情報関連企業、コンピューターメーカー、大学、行政、

ISIT の研究員相互の技術交流及び国際的な産学官交流を促進することにより、情報技術の発展と地域

情報関連産業の振興を図ることです。具体的には、定期交流会、節目節目で行う各種イベント、国内

研究交流事業、海外研究交流事業などを行いました。 

 

２．１ 定期交流会 

 

 地場の情報関連企業とソフトリサーチパーク立地企業、大学、行政、ISIT の研究者などとの交流を

図るとともに情報技術に関する最新動向の情報提供を目的として、２か月に一度（偶数月中旬の金曜

日目途）の定期交流会を参加費２,０００円で開催しています。毎回１時間半程度の講演・質疑応答後、

軽食を取りながらの懇親会を実施しています。どなたでも参加いただけます。 

 

（１）第１４回定期交流会 

・日 時： 平成１０年４月１７日（金）１６：００～１８：３０ 

・会 場： 福岡 SRP センタービル２階 研修室 

・テーマ： ATM 技術者が描く将来のネットワーク 

・講 師： 九州日本電気通信システム（株） 第二技術部 方式技術専任部長 長良 繁徳 氏 

・参加者： ８８名 

 携帯電話・PHS・インターネット・ISDN の爆発的な伸びに見られるように、西暦２０００年を挟

んだ前後数年間で通信ネットワークが私達の生活を大きく変えようとしています。コンピューターと

通信、それに放送が互いに融合しネットワークで結ばれ、様々なサービスを提供することになります。

ATM（Asynchronous Transfer Mode）という通信技術の観点から、近い将来どのようなネットワーク

が実現されるかを予測しました。 

 

（２）第１５回定期交流会 

・日 時： 平成１０年６月１９日（金）１６：００～１８：３０  

・会 場： 福岡 SRP センタービル２階 ＳＲＰホール 

・テーマ： ネットワーク・コンピューティングからｅ－ビジネスへ 

・講 師： 日本アイ・ビー・エム（株） ｅ－ビジネス・マーケティング担当部長 沢田 智明 氏 

・参加者： ６３名 

 ネットワーク・コンピューティングの先進テクノロジーをベースに、企業の基幹となるシステムを

インターネット技術でさらに発展させ、 

 （a）企業内ビジネス・プロセスの変革 

 （b）企業間連携による業界全体のバリュー・チェーンの変革 
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 （c）エレクトロニック・コマースによる商取引の変革 

をもたらすｅ－ビジネスの最前線に関して事例を交えて紹介しました。 

 

（３）第１６回定期交流会 

・日 時： 平成１０年８月２１日（金）１６：００～１８：３０ 

・会 場： 福岡 SRP センタービル２階 視聴覚研修室 

・テーマ： 低軌道衛星システムにおけるデータ通信 

・講 師： 九州松下電器（株） テレコム研究所 第二グループ部長 原田 博司 氏 

・参加者： ４９名 

 静止衛星のような高軌道の衛星でなく、低軌道を周回する衛星を多数（28 個～36 個）使って、デ

ータ通信をグローバルに行うシステムに関する研究が行われています。低スピードながら低コストの

新しいデータ通信システム「LEO システム」について解説しました。軌道が低いため低出力や小さな

アンテナで済むこと、及び携帯電話などの地上系インフラが難しい地域での通信が可能になることな

どの特長があります。 

 

（４）第１７回定期交流会 

・日 時： 平成１０年１０月１６日（金）１６：００～１８：３０ 

・会 場： 福岡 SRP センタービル２階 SRP ホール 

・テーマ： 次世代ＩＣカードの動向と電子商取引の展望 

・講 師： （株）日立製作所 システム開発本部第５部 技師 井上 剛 氏 

・参加者： ８０名 

 ＩＣカードに関する本格的な実験が各方面で実施され、実用化に向けた準備が急ピッチで進められ

ています。セキュリティの面からもますます重要視されるＩＣカード。その役割や将来動向、そして

日立製作所の次世代ＩＣカードである非接触ＩＣカード事業への取り組みについて電子商取引を交

えて紹介しました。 

 

（５）第１８回定期交流会 

・日 時： 平成１０年１２月９日（水）１６：００～１８：３０ 

・会 場： 福岡 SRP センタービル２階 研修室 

・テーマ： システム LSI が創る新しいアーキテクチャーとビジネスチャンス 

・講 師： 九州大学大学院 システム情報科学研究科 情報工学専攻 

  助教授・工学博士 村上 和彰 氏 

・参加者： ３６名 

 システム LSI は、これまではプリント基板（パソコンを開けると見える緑色や茶色の基板）でなけ

ればできなかった規模のシステムを LSI で実現したものです。この技術を使えば、今までとは異なる

いろいろなコンピューター・システムの作り方が可能となります。このシステム LSI と村上氏が提唱

する「PPRAM」との概要、そしてそれらのビジネスモデル、さらにベンチャー企業の抱える課題な
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どについて解説しました。 

 

（６）第１９回定期交流会 

・日 時 ： 平成１１年２月１９日（金）１６：００～１８：３０  

・会 場 ： 福岡 SRP センタービル２階 SRP ホール 

・テーマ ： 電気通信事業の現状と新たな挑戦 ― 大競争時代の到来と「九州電話」の誕生―  

・講 師 ： 九州通信ネットワーク（株） 営業企画部長 久保山 和孝 氏  

・参加者 ： ９２名 

 通信業界は、欧米の主要通信事業者の日本市場への参入、国内における NTT 再編とも関連した国内

事業者と国際事業者の相互参入が相次ぐなど、著しい技術革新、マルチメディア化の浸透などとあい

まって、大競争時代を迎えています。電気通信事業の現状と、NTT との相互接続が可能になったこと

を契機に 4 月からスタートする一般電話サービス『九州電話』について紹介しました。 

 

２．２ その他のイベント 

 

（１）マルチメディア市民講座 

・日 時： 平成１０年１１月２８日（土）１３：３０～１６：３０ 

・会 場： 福岡 SRP センタービル２階 SRP ホール 

・主 催： （財）九州システム情報技術研究所 

 （株）福岡ソフトリサーチパーク 

・後 援： 福岡市・福岡市教育委員会 

・参加費： 無 料 

・参加者： １５１名 

・プログラム： 

◆ 特別講演  

 「名人に近づく将棋コンピューター」 

  －コンピューターは人間の聖域（知性）にどこまで迫るか－ 

 講演者： 将棋プロ棋士五段・工学博士 飯田 弘之 氏 

◆ 研究紹介・公開実験デモンストレーション   

  「21 世紀の情報ネットワークシステムの構築をめざして」 

 講演者： （財）九州システム情報技術研究所 第 2 研究室長 荒木 啓二郎 

 （a）インターネットの歴史と特徴 

 （b）ネットワーク上の社会システム構築とその上での日常社会生活の営み 

   ― セキュリティ（安全）と認証の重要性―  

 （c）「福岡市オンライン認証実証実験」 

   ― 趣旨と意義及び概要―  

 （d）デモンストレーション 

 21 世紀に向けたコンピューターと社会との関わり合いを身近な話題の中から展望するとともに、福
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岡ソフトリサーチパーク及び ISIT の活動状況などを市民の皆さまへお知らせし身近に感じていただ

く目的で、この「マルチメディア市民講座」を開催いたしました。今後、毎年 1 回開催していきます。 

 

（２）The 2nd Joint Workshop on System Development 

・日 時： 平成１１年２月１２日（金）～１３日（土） 

・会 場： Hankook Condominium / Chejudo（韓国） 

・主 催： ソフトウェア技術者協会、浦項工科大学校（韓国） 

   （財）九州システム情報技術研究所 

 韓国において、ソフトウェア設計手法に関するワークショップを盛会裏に実施しました。ISIT から

は長田研究所長も参加し、荒木室長、張研究員及び伊達研究員の３名が発表しました。 

 

（３）ISIT 特別講演会 

・日 時： 平成１１年３月５日（金）１０：００～１１：３０ 

・会 場： （財）九州システム情報技術研究所 

・主 催： （財）九州システム情報技術研究所 

・テーマ： Smart Card and Electronic Commerce（英語講演） 

・講演者： Dr. Moti Yung, Vice President with CertCo LLC（Bankers Trust Electronic Commerce） 

・参加費： 無 料 

 Smart Card と Electronic Commerce に関する最新の技術動向について説明しました。 

 

２．３ 国内研究交流事業 

 

 ISIT では、国内の関係研究機関の活動状況などの情報収集を行うとともに、具体的な研究交流を実

施しています。今年度は、以下の研究・技術交流会を行いました。 

 

（１）（財）京都高度技術研究所（ASTEM）との研究交流会 

・日 時： 平成１０年６月２９日（月）１３：３０～１６：３０ 

・会 場： （財）九州システム情報技術研究所 

 （財）京都高度技術研究所（ASTEM）とは、ISIT が設立以来、研究スタッフが相互に訪問し、活動

状況などに関する情報交換を実施するとともに、受託研究開発も行っています。さらに、一層の相互

協力・連携を充実するために、平成１０年２月研究交流協定書を取り交わしました。本年度は、平成

１０年６月に第１回研究交流会を、ISIT で開催しました。ASTEM からは、西川所長ほか３名の方に

参加していただき、研究交流・人的交流・情報交流を活発に行いました。 

 

（２）（株）三菱総合研究所による講演会及び技術交流会 

・日 時： 平成１０年１２月２１日（月）１５：００～１７：００ 

・会 場： （財）九州システム情報技術研究所 
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・講 師： （株）三菱総合研究所 常務取締役 杉野 昇 

   取締役   鈴木 滋典 

   取締役   宮武 信春 

 主席研究員 荒木 誠一 

・参加者： ISIT 職員 

 今回は第１回目の交流として、共同研究や国家プロジェクトへの提案などのシーズ発掘を目的とし、

相互に研究活動状況などについて情報交換を行いました。 

 

（３）交流研究員制度発足 

 本年度より、企業・大学などの機関の職員を派遣元の身分のまま「交流研究員」として受け入れ（期

間限定）、派遣元との協議に基づく研究計画に従って研究を行うことで、産学官の連携強化を図る交

流制度を発足しました。 

 本年度はスタートとして、企業から１名と大学から１名の計２名を受け入れました。 

 

２．４ 海外研究交流事業 

 

 海外研究交流事業は、ISIT と海外研究機関などとの間で、情報技術に関する最新の研究動向につい

ての情報交換を行い、研究開発の連携協力関係を構築することを目的としています。主に、年間２名

の海外研究員を招き、海外研究交流講演会を開催しています。海外研究交流講演会は、原則的に英語

で実施し、参加費は無料です。平成１０年度の実績は以下のとおりです。 

 

（１）第５回ＩＳＩＴ海外研究交流講演会  

・日 時： 平成１１年１月７日（木）１５：００ ～ １７：００ 

・会 場： （財）九州システム情報技術研究所 

・テーマ： Heterogeneous Multiprocessor Based System Level Synthesis 

 ─ 異種のプロセッサーからなるマルチプロセッサーを対象とした 

  システムレベル自動合成─  

・講 師： Sri Parameswaran, The University of Queensland (Australia) 

・参加者： ２５名 

 異種マルチプロセッサーシステムのシステムレベル自動合成について解説しました。この異種シス

テムにはいくつかの違ったタイプのプロセッサーがあり、それらが特定のアプリケーション向けに互

いに接続されています。ノンパイプラインとパイプラインアーキテクチャーの二種類のタイプを取り

あげ、コストパフォーマンスを得られるタスクの処理順や各プロセッサーへの割り当て、また、双方

における消費電力についても考察しました。 

 

（２）第６回ＩＳＩＴ海外研究交流講演会 

・ 日 時： 平成１１年２月１０日（水）１６：００ ～ １７：３０ 
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・ 会 場： 福岡 SRP センタービル２階 研修室 

・テーマ： Indusrial-Strength Formal Methods─ 産業界で効力を発揮する形式手法─  

・講 師：  Jonathan Bowen, The University of Reading (U.K.) 

・参加者： ３６名 

 この海外研究交流会は、ソフトウェア工学セミナーと合同で行いました。 

 ソフトウェア開発における仕様・設計の工程を支援するための技術として、形式手法（Formal 

Methods）が注目されていますが、すでに欧米では実際の開発にあたって盛んに取り入れられていま

す。欧米において効果をあげている形式手法の適用事例を紹介するとともに、その意義や効果、問題

点について解説しました。 

 

（３）KIT (Keep in Touch) Workshop 

・日 程： 平成１０年５月２５日（月）～２９日（金） 

・会 場： The United Nations University（マカオ） 

・主 催： The United Nations University 

 マカオで開催されたソフトウェア設計手法に関するワークショップにおいて、ヨーロッパ及び The 

United Nations University の研究者との有益な研究交流を行うことができました。ISIT からは、張研究

員が参加・発表しました。 

 

２．５ 後援事業 

 

（１）下記のイベントの後援を行いました。 

（a）九州大学大学院システム情報科学研究科研究活動説明会 

・日程及び会場： 

    平成１０年９月１０日（木） 

              （福岡会場）九州大学ベンチャービジネスラボラトリ 

    平成１０年９月２５日（金） 

              （東京会場）KKR ホテル東京 
・主 催： 九州大学大学院システム情報科学研究科
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３ プロジェクト推進事業 
 
 本年度は、提案公募型研究制度への申請や第２研究室で取り組んでいるオンライン認証技術をもと
にしたプロジェクトの企画・推進を中心として活動を行いました。また、昨年度より引き続き PPRAM
（Parallel Processing Random Access Memory）コンソーシアム事務局としての活動も行いました。 
 
３．１ 公募型研究制度への応募 
 
 各省庁などで行われている公募型研究制度への応募状況は下表のとおりであり、このうち 4 件（下
表の No 部分網掛け表示）が採択されました。 

 
平成 10 年度 公募型研究制度への応募状況 

（応募時期ベース） 

No 応募テーマ 共同研究機関 応募先 応募時期 

1 地域型オンライン認証技術に関する研究
開発 
 
  

システムラボラトリー（株） 
久留米営業所 

（株）シティアスコム 
（株）ロジックリサーチ 

3NEDO 平成 10 年 
2 月 

2 インターネットによる認証証明書デー 
タベースに関する技術開発 
 
 
  

 
 
 
 
 

（財）デー
タベース
振興セン
ター振興
部 

平成 10 年 
4 月 

3 要求定義のための利用者と開発者のコミ
ュニケーションメディア 
  

九州大学 
（株）SRA 
（有）デザイナーズデン 

4IPA 平成 10 年 
6 月 

4 ODMG2.0 世界標準に準拠する NOW 上 
の分散並列 ODB 管理システムの開発 
  

九州大学 
中国東北大学 
愛知学泉大学 

IPA 平成 10 年 
6 月 

採 択 

5 産業用多間接ロボット制御における座標
変換ソフトウエアの自動生成 
  

九州大学 IPA 平成 10 年 
6 月 

6 地域型認証技術を用いたインターネット
事業創出に関する研究開発 

九州大学 
（株）アクシーズ・ネットワーク 
（株）エクシーズ 

NEDO 平成 10 年 
7 月 

                                            
3 NEDO（New Energy and Industrial Technology Development Organization）：エネルギー・産業技術総合開発機構 

4 IPA（The Information-technology Promotion Agency, Japan）：情報処理振興事業協会 
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システムラボラトリー（株） 
久留米営業所 

（株）ロジック・リサーチ 

No 応募テーマ 共同研究機関 応募先 応募時期 

7 システム要求定義のためのコミュニケー

ションメディア 

九州大学 

（株）SRA 

（有）デザイナーズデン 
 

IPA 平成 10 年 

9 月 

8 制御専用プロセッサ及びソフトウエア開

発環境の開発 
 

九州大学 
（株）安川電機 
 

IPA 平成 10 年 

9 月 

9 計算機および情報技術の原理教育のため

の教材開発 

  

九州大学 
5ASTEM 
6NTT 

 

IPA 平成 10 年 

9 月 

採 択 

10 在宅医療のための総合情報システムに関

する研究（情報科学技術分野） 

（平成１１年度事業） 

  

 

 

 

  

松下電器産業（株） 

（株）三菱総合研究所 

福博綜合印刷（株） 

九州大学大学院 

システム情報科学研究科 

九州大学 医学部付属病院 

東和大学 メディアセンター 

郵政省通信綜合研究所 
 

科学技術

庁 

平成 10 年

10 月 

11 超小型実働ひずみ履歴計測技術の開発と

構造物の遠隔疲労診断への応用 

 

 

 

 

  

九州大学工学部 

福岡大学工学部 

（株）福岡機器製作所 

（株）ロジカルプロダクト 

中央精機（株） 

（株）ロジック・リサーチ 
（有）タチバナ電子工業 

NEDO 平成 11 年 

1 月 

12 QoS・マルチキャスト機能を活用するネ

ットワーク TV と VoD システムのための

九州大学 

（株）シティアスコム 
IPA 平成 11 年 

1 月 

                                            
5 ASTEM（Advanced Software Technology & Mechatronics Research Institute of KYOTO）：財団法人京都高度技術研究所 
6 NTT (Nippon Telegraph and Telephone Corporation) ：日本電信電話株式会社 
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アプリケーション開発 

 

（株）九州通信ネットワーク 採 択 

13 インターネットを通じた分散三次元モデ
リングシステム  

大宇電子（株） 
九州大学 

IPA 平成 11 年 
1 月 

No 応募テーマ 共同研究機関 応募先 応募時期 

14 集合住宅における次世代コミュニケーシ

ョンの実証実験 

  

（株）シティアスコム 

（株）サンライフ 
IPA 平成 11 年 

1 月 

採 択 

15 要求仕様の欠陥を追跡しやすい記述法と

環境の構築    （平成 11 年度事業） 

  

九州大学大学院 

（株）SRA 
IPA 平成 11 年 

2 月 

16 ドーナツ型属性証明書を用いて個人情報

を守る仮想貸金庫の開発 

（平成 11 年度事業） 

  

九州大学大学院 

西南学院大学 

（株）エクシーズ 

IPA 平成 11 年 

2 月 

 

（１）ODMG2.0 世界標準に準拠する NOW 上の分散並列 ODB 管理システムの開発（IPA） 

 本開発では、ＮＯＷの技術を取り入れつつ、ＯＤＭＧ（Object Database Management Group）標準

に準拠した分散オブジェクトデータベースシステムの実装を行います（平成１１年度完了予定）。具

体的には、ＯＤＭＧ標準で規定されたＣ＋＋バインディングオブジェクトデータベースの３つの機能、

ＯＭＬ（オブジェクト操作言語）、ＯＤＬ（オブジェクト定義言語）、及びＯＱＬ（オブジェクト問

い合わせ言語）を実装します。実装では、ユーザが、ネットワーク上に分散された複数のデータベー

スファイルを、ネットワークを意識せずに扱えるという分散透過性を実現します。 

 本開発の、分散透過な分散オブジェクトデータベースシステムの実現によって、ネットワークでつ

ながれた複数の計算機を、あたかも１台のオブジェクトデータベース用並列計算機のように見せるこ

とができ、この上で、オブジェクトデータベース並列処理のための各種プログラミングを行うことが

可能となります。また、高速なネットワークと組み合わせることで、１台から数十台の範囲でスケー

ラブルな分散並列オブジェクトデータベースを実現できます。 

 本年度は、外部設計書（全体）と内部設計書（一部）の作成を行いました。 

 

（２）計算機および情報技術の原理教育のための教材開発（IPA） 

 本開発は、IPA が行う「情報学習サポート事業」として行うものであり、ISIT と九州大学、ASTEM

及び日本電信電話（株）（ＮＴＴ）との共同で行います。 

 ISIT では過去２年間に渡り、専門家以外の人々が情報技術を利用する際の基礎的な知識や能力を養

えるよう、中学生程度の学力を想定したカリキュラムの構築と実験授業を行いました。このカリキュ

ラムでは、小型ロボットや教育用プロセッサーを実装した教材を利用し、自ら思考し考案したプログ

ラムの振る舞いを実際に観察することで「原理的に計算機にできるここと、できないことがある」と
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いう事実を体験として学習します。さらに思考と実験を繰り返すことで「計算機にできそうなこと、

できそうでないこと」を直感的に判断する力がつくことを狙いとしています。 

 今回のプロジェクトでは、小型ロボットなどの教材が無い場合でも学習ができるよう、教材のシュ

ミレーション機能を開発し、これまでの成果をもとにしたカリキュラムの完成とＷｅｂブラウザで閲

覧可能な電子化を行います。 

 平成１０年度は基本計画の策定を完了し、平成１１年度は開発及び実証実験に取り組みます。 

 

（３）QoS・マルチキャスト機能を活用するネットワーク TV と VoD システムのためのアプリケーシ

ョ ン開発（IPA） 

 年度末に採択されましたが、実質的活動は平成１１年４月以降になります。 

 

（４）集合住宅における次世代コミュニケーションの実証実験（IPA） 

 年度末に採択されましたが、実質的活動は平成１１年４月以降になります。 

 

３．２ PPRAM（Parallel Processing Random Access Memory）コンソーシアム 

 九州大学の村上助教授が設立発起人代表となっている PPRAM コンソーシアムは、平成８年７月よ

り準備を行い、平成９年１月２０日設立となりました。ISIT は、第１研究室とプロジェクト推進部か

ら参加し、第１研究室では特別会員として、プロジェクト推進部では事務局としての活動を行いまし

た。 

 

（１）PPRAM コンソーシアムの目的 

 「DRAM（Dynamic Random Access Memory）などのメモリ、MPU（Micro Processing Unit）など

のロジック、及び標準通信インターフェースを一体化したチップ」を基本構成要素として、これらを

並列に相互結合することでコンピュータ・電子機器システムを構築しようという提案があり、この概

念を PPRAM と呼んでいます。この PPRAM の実用化並びに普及に当たっては、ベンダー各社の

PPRAM ノードあるいは PPRAM チップ同士の相互接続性、相互運用性及び同システム上のソフトウ

ェアの可搬性を保証することが必須であり、「通信インターフェース」について業界標準化を推進す

ることが必要です。 

 PPRAM コンソーシアムは、マルチメディア、ネットワーク、メモリ・ロジック混載チップ及び並

列処理時代における新しいコンピュータシステム構成法を創出、かつ標準化するとともに、それを普

及させること、関連するハードウェア・ソフトウェア技術を育成すること、並びにこれら技術の事業

化を促進することを目的とし、国内外の半導体産業、コンピュータ・電子機器産業、ソフトウェア産

業に広く貢献することを目指すものです。 

 

（２）PPRAM コンソーシアムの活動状況 

 本年度は４回の合同分科会と５回の運営委員会を開催いたしました。開催状況は次のとおりです。 

・平成 10 年 4 月 13 日：     第 ６ 回 運 営 委 員 会

（於：東京） 
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・平成 10 年 5 月 28 日～29 日： 第７回合同分科会・運営委員会（於：東京） 

・平成 10 年 8 月 3 日：     第８回合同分科会・運営委員会（於：長岡） 

・平成 10 年 10 月 29 日：    第９回合同分科会・運営委員会（於：福岡） 

・平成 11 年 3 月 26 日：     第１０回合同分科会・

運営委員会（於：東京） 

 

 ISIT は、第１研究室とプロジェクト推進部から参加し、プロジェクト推進部では事務局としての活

動（各会議の開催案内や議事録の作成、会議資料の送付、各企業や団体からの問合せに対する対応及

び賛助会費の経理事務）を行いました。 

 

（３）PPRAM コンソーシアムのメンバー 

賛助会員（五十音順： １９９９年３月３１日時点（１３企業）） 

沖電気工業株式会社、株式会社アプリオリ・マイクロシステムズ、株式会社タイトー、 

株式会社日本テキサス・インスツルメンツ、株式会社東芝、サムスン電子株式会社、三洋電機株式

会社、ソニー株式会社、日本電気株式会社、日本電信電話株式会社、富士ゼロックス株式会社、 

松下電器産業株式会社、三菱電機株式会社 

 

特別会員（五十音順） 

天野 英晴（慶応義塾大学）、池田 誠（東京大学）、甲斐 康司（九州システム情報技術研究所）、 

笠原 博徳（早稲田大学）、工藤 知宏（新情報処理開発機構）、 

児玉 祐悦（電子技術総合研究所）、坂井 修一（東京大学）、佐藤 三久（新情報処理開発機構）、 

末吉 敏則（熊本大学）、関口 智嗣（電子技術総合研究所)、瀧 和男（神戸大学)、 

伊達 博（九州システム情報技術研究所）、谷口 秀夫（九州大学）、中條 拓伯（神戸大学）、 

長嶋 雲平（物質工学工業技術研究所）、中村 宏（東京大学）、本多 弘樹（電気通信大学）、 

朴 泰祐（筑波大学）、松岡 聡（東京工業大学）、村上 和彰（九州大学）、安浦寛人（九州大学）、 

山崎 信行（電子技術総合研究所） 

 

（４）その他 

 PPRAM コンソーシアムの詳細については、次のホームページに記載しています。 

（URL）http://www.ppram.or.jp/
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４ コンサルティング事業 
 

 本事業は、福岡市を中心とした九州地域の企業などが抱える、システム化技術及び情報技術の分野

における、研究開発、製品開発などに関する技術的諸問題の解決支援を目的としております。３年目

に入り、本事業活動もほぼ安定した成果をあげております。 

 

４．１ コンサルティングの方法（前年度と同様） 

 

（１）申込資格や期限は特に限定せず、また相談窓口は研究企画部としています。 

（２）申込みの際は「コンサルティング申込書」に記入の上 ISIT へ提出、また技術相談の終了後には

「コンサルティング結果報告書」の提出をお願いすることとしています。 

（３）企業などの相談内容により、最適な指導をしていただくために、九州大学をはじめとする近隣

の５大学の先生方に研究アドバイザーをお願いしています。 

（４）コンサルティング料金は以下のように設定しています。 

 ・賛助会員の場合：3,000 円／時間 

  ・一般の場合    ：6,000 円／時間 

  

 ４．2 事業活動状況 

  

  コンサルティングの実績を次ページ以降に示しています。 

  

（１）コンサルティング実績（件数）は、月平均３．８回とほぼ例年並みの事業活動の成果をあげて

おります。また、コンサルティング実績（時間）についても、前年度が月平均１３．７時間に

比べて本年度が月平均１２．８時間とほぼ前年並みでした。以上のことから、本年度はコンサ

ルティング事業活動が一応定着した感があります。 

（２）コンサルティング内容は、通信・ネットワークに関するものが４１％とほぼ半数を占め、前年

度と同様で、関心の高さがうかがえます。次に多かったのがコンピュータシステム・ソフトウ

ェアに関するもので２７%でした。そのほか、セキュリティ、マルチメディア、LSI 設計に関

するものなどがありました。 

（３）コンサルティング相談元は、地場企業が４１％で、そのほかの企業も含めると企業からの相談

が４５％とほぼ半数を占めました。これは、前年度と同様の傾向です。また、福岡市役所をは

じめとする自治体・公共団体などからも、前年度と同様２２％の相談がありました。そのほか、

目立つものとして個人からの技術相談が２７％（１２件）と、前年度より９％増加しました。 

 

 本年度は、コンサルティング件数・時間ともに、前年度とほぼ同様の傾向でした。そこで、今後は

本事業活動そのものの更なる活性化を図る一環として、共同研究・受託事業への進展だけでなく、新

規事業創出などに向けての大型プロジェクトへの展開なども視野に入れた事業活動を目指します。 
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コンサルティング業務フロー 

Consultation Work Flow 
 

依頼者
Clients

ISIT 研究企画部
ISIT Research Planning Department

ISIT 研究スタッ フ
ISIT Research Staff

研究アド バイザー：

大学研究者など

その他外部の専門家

Advisory Members:
Other Outside Specialists
such as University Researchers

相談用件

Consultation
専任・ 紹介

Nomination

(相談窓口)

Consultation Reception

 

 

平成１０年度 コンサルティング実績（月別推移・相談元・相談内容） 

1998 Consultation results (monthly changes, clients and contents) 
 

コ ンサルティ ング相談元
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institutions

( 2)4 %

地場企業
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( 18)41 %
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Consultation contents
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LSI 設計 LSI design
( 1)2 %

通信・ ﾈｯﾄﾜー ｸ
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and Networks

( 18) 41 %

ｺﾝﾋﾟ ｭ ﾀーｼｽﾃﾑ・ ｿﾌﾄｳｪｱ一般

General computer systems and software
( 12) 27 %

ｾｷｭﾘﾃｨ Security
( 2)4 %

その他 Others

( 11)24 %
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５ 情報収集・提供事業 
 

 ISIT の成果を広く普及させ、地場情報関連産業の振興に貢献するために、積極的に情報収集・提供

を行いました。また、この事業では研究内容などの広報を行うことにより、ISIT の社会的な認知度を

高めることに努めました。 

 

５．１ 書籍、論文資料などの整備 

 

 情報科学・技術に関する専門書を中心に各種書籍、学会誌、論文誌などを整備し、最新の研究動向

を把握するとともに、賛助会員、福岡 SRP センタービル入居企業などへの情報提供サービスを整え

ています。 

 

５．２ 学会、協会など 

 

 ISIT における研究開発事業に関わる情報収集及び研究発表などを行うために、下記の情報関連学会

の会員となり、学会誌、論文誌などの定期購読を行っています。また、ISIT の活動に関わる情報を入

手するため、関係する下記の協会の会員となっています。 

（１）学会：（社）情報処理学会、（社）電子情報通信学会、（社）人工知能学会 

      IEEE（The Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc. 米国） 

（２）協会など：（財）通商産業調査会、（社）発明協会 

 

５．３ 広報誌 

 

 ISIT の研究や定期交流会・技術セミナーなどの各種イベント内容を紹介した広報誌「What IS 
IT ?」を春号・夏号・秋号・新春号の４回発行しました。 
 なお、平成 10 年度バックナンバーは、下記のとおりです。 

 
（１）１９９８／春号 vol.９ 

表紙  
 ・（財）京都高度情報研究所と研究交流協定調印 
レポート 
 ・第 3 回海外研究交流講演会「マイクロプロセッサーx86 と互換性を持つスーパースカラープ

ロセッサーの設計手法」 
 ・第 13 回定期交流会「ウェルネスシステムの開発」 
 ・第 6 回 ISIT 技術セミナー「Java とは何か?－ Java 入門－」 
 ・第 2 回7RAISE 集中セミナー「ソフトウェア開発における RAISE 検証手法」 

                                            
7 RAISE：ソフトウェアの形式的開発手法のひとつで、Rigorous Approach to Industrial Software Engineering の略 
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 ・第 4 回海外研究交流講演会「ソフトウェア工学における形式的手法」 
 ・NASA 火星探査講演会「火星探査計画における画像処理」 
 ・金子郁容氏講演会「ボランタリー経済について」 
研究トピックス 
 ・平成 9 年度活動報告と 10 年度活動計画の特徴 
 ・認証技術を用いたマルチメディア実験 
 

（２）１９９８／夏号 vol.１０ 
表紙  
 ・システム LSI WG 発足 
レポート 
 ・第 14 回定期交流会「ATM ネットワーク」 
 ・学生ベンチャー企業（株）アプリオリ・マイクロシステムズ誕生 
 ・平成 9 年度活動報告書完成 
研究トピックス 
 ・システム LSI アーキテクチャーの研究 
 ・系統的なソフトウェア開発手法に関する研究 
 

（３）１９９８／秋号 vol.１１ 
表紙 
 ・福岡市オンライン認証実証実験開始 
レポート 
 ・第 16 回定期交流会「低軌道衛星システム」 
 ・第 6 回 ISIT 技術セミナー「デジタル放送の展望」 
 ・「体験!マイコン・ロボット・ラボ」開催 
 ・大宇通信（株）デジタルビデオプリンター開発 
研究トピックス 
 ・福岡市オンライン認証実証実験 
 ・計算機教育手法の研究開発 
 

（４）１９９９／新春号 vol.１２ 
表紙 
 ・第 3 研究室オープン 
レポート 
 ・マルチメディア市民講座開催 
 ・第 17 回定期交流会「次世代 IC カードの動向と電子商取引の展望」 
 ・ISIT 研究員が中学校で社会人講話 
インタビュー 
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 ・SRP に生まれた学生ベンチャー 
研究トピックス 
 ・第 3 研究室紹介 
 ・機器組み込み用リアルタイムシステムに関する研究 

 
５．４ ホームページ 
 
 平成８年６月よりホームページを公開し、ISIT、研究内容・成果の紹介、各種イベントの情報など
を提供しています。 
 
（URL）http://www.k-isit.or.jp/ 
 

５．５ 各種セミナー・イベントへの参加 

 

 科学技術関連の各種セミナー・イベントなどに参加し、情報技術に関わる最新動向を把握するとと

もに、情報収集を行いました。 

 参加したセミナー・イベントなどは以下のとおりです。 

・ヒューマンインターフェイスセミナー（アクロス福岡・5 月） 

・第 12 回米国電子機器展テクニカルセミナー（アクロス福岡・5 月） 

・九州大学 先端科学技術共同研究センター（KASTEC）セミナー 

              （九州大学先端科学技術共同研究センター・7 月） 

・新光産業創出フォーラム（博多全日空ホテル・7 月） 

・九州知的所有権セミナー（九州工業技術研究所・7 月） 

・九州マルチメディア・フォーラム‘ 98（ガスホール・8 月） 

・日本シノプシス DFT テクニカルセミナー（ホテルセンチュリーハイアット・9 月） 

・情報セキュリティーセミナー（福岡第 1 合同庁舎別館・10 月） 

・1998 年 ATR ワークショップ「聴覚事象と時間知覚」（けいはんなプラザ・10 月） 

・つくばフォーラム‘ 98（筑波研究開発センター・10 月） 

・九州大学学術研究都市シンポジウム（福岡銀行本店大ホール・11 月） 

・マイコンシステム＆ツールフェア‘ 98（東京ビックサイト・11 月） 

・サプライチェーンマネジメントと情報技術セミナー（福岡 SRP センタービル・11 月） 

・インターネットフォーラム（弘済会館・12 月） 

・「起業・情報化フォーラム」セミナー・ワークショップ（アクロス福岡・1 月） 

・「インターネット最前線」講習会（九州大学大型計算機センター・2 月） 

・未来開拓学術研究特別講演会（九州大学ベンチャービジネスラボラトリ・2 月） 

・全国ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー（VBL)フォーラム（京都リサーチパーク・3 月） 
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５．６ その他 

 ISIT の活動内容などをわかりやすく説明するために、玄関パネルを更新しました。



―36― 

ホームページ 
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6 人材育成事業、その他 

 

 ISIT 技術セミナーなどを推進するとともに、地域情報関連の技術者を育成できる環境が整いました。 

 

６．１ ISIT 技術セミナー 

 

 ISIT 技術セミナーは、地場の情報関連企業・福岡 SRP 立地企業などの研究者・技術者の研究開発

の向上及び最新技術動向の提供を目的に、年３回（不定期）参加費２,０００円で実施しています。 

 

（１）第７回ＩＳＩＴ技術セミナー 

・日 時： 平成１０年７月１６日（木）１３：３０～１７：３０ 

・会 場： 福岡 SRP センタービル２階 視聴覚研修室 

・テーマ： デジタル放送の展望 

・講 師： NHK 放送技術研究所 マルチメディアサービス 副部長 吉村 俊郎 氏 

・参加者： ８０名 

（a）デジタル放送の動向とサービス 

 ２０００年から開始が予定されているＢＳデジタル放送や、実現へ向けての検討が加速されている

地上デジタル放送など、国内や海外におけるデジタル放送の動向を放送メディアの進展とデジタル化

の視点から展望しました。また、デジタルハイビジョンをベースとして、高品質で様々な新しい機能

を有するＢＳデジタル放送において実現が検討されているサービスなどについて紹介しました。 

（b）デジタル放送の技術と課題 

 デジタル放送の伝送技術（変調方式など）、符号化技術、サービス及び制作、受信機の技術につい

て概説しました。また、ＢＳデジタル放送の実現に向けての課題及びその後の展開上の課題について

解説しました。 

 

（２）第８回ＩＳＩＴ技術セミナー 

・日 時： 平成１１年１月２２日(金) １３：３０～１７：００ 

・会 場： 福岡 SRP センタービル２階 視聴覚研修室 

・テーマ： 将来のシステム LSI 技術 

・参加者： ５２名 

（a）情報家電におけるシステム技術とその展望 

 講 師： 松下電器産業（株） 九州マルチメディアシステム研究所 

 開発第１チーム、第２チームリーダー 東 幸哉 氏 

 半導体の微細加工技術の進歩とともに DVD やセットトップボックス（STV）などのマルチメディ

ア製品が生まれました。DVD プレーヤーや STV の構成をハード・ソフト両面から解説し、画像処理

を行うシステム LSI について説明するとともに、今後発展が期待されるホームネットワークなどの情

報家電について展望しました。 
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（b）製造業システムにおける情報制御技術の新展開 

 講 師： （株）日立製作所 日立研究所 情報制御第１研究部 主任研究員 森岡 道雄 氏 

 PC によるリアルタイム制御、センサーやモーターなどのデバイスをネットワーク化するフィール

ドネットワークなどの動向や Device Net、さらに製造業システムにおける情報制御技術について具体

的な適用事例を交えて説明しました。 

 

（３）第９回ＩＳＩＴ技術セミナー 

・日 時： 平成１１年３月５日(金) １３：３０～１７：５０ 

・会 場： 福岡 SRP センタービル２階  SRP ホール 

・テーマ： インターネットの QoS 技術 

・講 師： (株)ソニーコンピュータサイエンス研究所 アソシエートリサーチャー 長 健二朗 

氏 

・参加者： ８１名 

（a）トラフィック管理と QoS の要素技術 

 QoS は、ネットワークトラフィックを制御してサービス品質を差別化する技術の総称で、この QoS

を理解するには、トラフィック・エンジニアリングというよりも、もう少し広い概念から個々の技術

を位置づけていく必要があります。そこで、トラフィック・エンジニアリングの概要と、TCP/IP プロ

トコルとトラフィックとの関係、QoS を実現するための要素技術の解説を通して、QoS という言葉の

表す全体像について探りました。 

（b）インターネットにおける QoS の現状と展望   

 RSVP(Resource Reservation Protocol)に代表される int-serv は、資源予約による QoS 保証を実現す

る仕組みであり、また、現在、IETF(Internet Engineering Tasks Force)で標準化作業中の diff-serv

は、より簡単な機構で相対的な QoS を差別化する仕組みです。これらのサービスの概要と現状、そし

てインターネットにおける QoS サービスの今後の展望について紹介しました。 

 

６．２ ボランティア活動などの支援 

 

 ボランティア活動などに対して、機材及び活動場所の提供を行い、その活動の指導や支援を行いま

した。 

 

（１）マックサロン福岡（障害者パソコン教室）の活動支援 

・日 時： 月２回程度、土曜日午後、毎回４～６時間程度（平成８年より、１０年夏まで） 

・場 所： （財）九州システム情報技術研究所 

・参加者： 受講者約３０名、講師２０名 

 インターネットがどんどん一般に普及し、それに伴いパソコンは人と人とのコミュニケーションの

力を増幅する道具となってきました。このパソコンの力は、とりわけ障害者の方には大きな価値を持

つことがあります。障害者の社会参加や情報アクセスの壁を少しだけ低くできるからです。障害者が
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パソコンを使えるようになることで、これまで不可能だったような出会いが可能になったり、自分の

中にある才能を表現できるようになったり、作品や意見を発表する場を持つことが可能になったりし

ます。 

 マックサロン福岡は、障害者の方にパソコンを使いこなせるようになっていただくことを目的とす

るボランティア団体です。平成８年８月から月に２回のペースで実施してきました。講師として名乗

りをあげてくださった方は約２０名、受講者の方は約３０名程度で、活動の輪が着実に広がってまい

りました。基本的にマンツーマンで相手に合わせて説明をするというやり方で行いました。講義内容

は、初級者コースでは電源の入れ方から基本操作に至るところまで教えました。中級者コースでは受

講者の要求に応じて、インターネットや年賀状の作り方及びデータベースの作り方などを教えました。

この活動を通じて受講者から講師になられた方もいます。ISIT では、山崎重一郎研究員が世話役とし

て多大な貢献をしました。 

 なお、（株）システムソフト、（株）ジャストシステム、アドビシステムズ（株）のご厚意により、

ソフトウェアの提供を受けて講義に利用させていただきましたことを、ここに記して感謝いたします。 

 

６．３ 体験！マイコン・ロボット・ラボの開催 

 

 九州大学工学部の有志が企画しました「楽しい夏の理科教室 ’９８-体験！コンピューターとバイオ

エレクトロニクス」の一環（協力）として、マイクロコンピュータを搭載した小型ロボットを使い、

コンピュータ及びプログラミングの基本原理を学ぶ、中学生対象の体験教室を開催しました。 

・日 時： 平成１０年７月３０日（木）９：００～１７：００ 

・場 所： 福岡 SRP センタービル 実習室１ 

・対 象： 中学生（応募し、抽選により選定） 

・参加者： ２５名 

 

 今回用いた資料や実験の様子は下記(1)、また電卓プログラムに用いた実験用ボードの資料は下記(2)

のホームページで公開されています。 

(1)  http://www.k-isit.or.jp/edu/ 

(2)  http://www.metsa.astem.or.jp/kuechip2/ 

 

６．４ OJT による人材（技術者）育成 

 

 人材育成事業のより一層活発な事業展開を図るため、新たに地域の企業から若手技術者を招きまし

た。研究活動の一部を担ってもらったり企業から持ち込みの課題業務を遂行してもらうことで、効果

的に技術レベルの向上を図る人材育成（OJT）を行いました。 

 

（１）活動状況 

 

（a）OJT の方法 



―40― 

・対象者： 地場中小情報関連企業の若手研究者又は技術者 

・期 間： 原則として、１社当たり１か月以上６か月以内の必要な期間 

・研修派遣費： 無 料 

 

（b）事業活動状況 

 OJT 活動は昨年度より開始しており、昨年度の実績は１件でしたが、本年度は２件に増えました。

今後さらに研修実績を積みながら、研修指導方法の改善、施設の拡充などを図っていく予定です。 

 

 [実績] 

 

（a）地場企業より１名（２６歳） 

・第１研究室にて研修 

・指導者： 安浦研究室長、伊達研究員 

・期 間： 平成１０年５月～１１年３月 

・テーマ： ソフトコアプロセッサ技術に関する研究 

 

（b）地場企業より１名（３２歳） 

・第１研究室にて研修 

・指導者： 安浦研究室長、伊達研究員 

・期 間： 平成１０年１０月～１１年３月 

・テーマ： システム LSI におけるテスト手法に関する研究 

 

６．５ 研究顧問会議 

 

 ISIT では、活動方針や研究状況などを客観的に評価及び高度に専門的な視点から指導していただく

ために研究顧問会議を開催しています。 

 

第３回研究顧問会議 

・日 時： 平成１０年４月２日（木）１３：３０～１７：３０ 

・会 場： （財）九州システム情報技術研究所 

 森光次長及び各研究員より、平成９年度の研究所活動概要、研究状況などを説明した後、質疑討論

を行いました。研究顧問から研究所運営における収益性、研究開発の目指すべきもの、地域企業との

かかわり方などについて、ご意見や励ましをいただきました。 

 

第４回研究顧問会議 

・日 時： 平成１０年１０月２１日（水）１３：３０～１７：３０ 

・会 場： （財）九州システム情報技術研究所 

 森光次長及び各部長・室長より、平成１０年度上半期の活動状況などを説明した後、質疑討論を行
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いました。研究顧問から産学官連携のあり方、基礎研究とビジネス化研究、研究テーマの日米比較な

どについて、ご意見や励ましをいただきました。 

 なお、研究顧問の先生方は、資料集「研究顧問」の表の通りです。 

 

６．６ 所内ネットワーク整備 

 

 以下の内容を考慮し、所内情報インフラの整備を進めました。 

・認証実験を行うためのサブネットワークの設定 

・共同研究（WIDE プロジェクトほか）推進のための ATM 設備の導入 

・第３、第４の研究室整備に対する拡張性 
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平成１０年度 役員（理事・監事）

役職 ⽒名 所属・役職

理事⻑ ⽥中 進 九州経済同友会 代表委員

副理事⻑ ⻑⽥ 正 （財）九州システム情報技術研究所 研究所⻑

専務理事 堀内 勉 （財）九州システム情報技術研究所 事務局⻑

理事 姉崎 孝 松下電器産業（株） 九州⽀店 ⽀店⻑

⽜島 和夫 九州⼤学⼤学院 システム情報科学研究科 研究科⻑

⽜島 暎⽂ （株）福岡ソフトリサーチパーク 代表取締役専務

内村 祐基 ハイテクノロジー・ソフトウェア開発協同組合 九州⽀部参事

⼤⽯ 成⼀ （社）福岡県情報サービス産業協会 会⻑

⼤島 淳司 福岡エレコン交流会 会⻑

鎌⽥ 迪貞 九州電⼒（株） 代表取締役社⻑

⽊⼾ 喜則 ⽇本電気（株） 九州⽀社 ⽀社⻑

⼩池 康夫 富⼠通（株） ⻄⽇本営業本部九州⽀社 ⽀社⻑

古賀 誠⼆ （株）⻄⽇本銀⾏ 取締役頭取

四島 司 （株）福岡シティ銀⾏ 代表取締役頭取

佃 亮⼆ （株）福岡銀⾏ 取締役頭取

朴 學載 （株）⼤宇電⼦福岡研究所 研究所⻑

別府 孝祐 （株）⽇⽴製作所 九州⽀社 ⽀社⻑

前川 和元 ⽇本アイ・ビー・エム（株） 九州地区 部⻑

監事 ⻘柳 紀明 福岡市 収⼊役

福⽥ 泰三 九州商⼯会議所連合会 常任幹事
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平成１０年度 評議員

⽒名   所属・役職

⾚岩 芳彦   九州⼤学⼤学院 システム情報科学研究科 教授

明⽯ 博義  ⻄⽇本鉄道（株） 代表取締役社⻑

⽣⽥ 征⽣  福岡市 経済振興局 局⻑

押⽥ 努 佐賀県 商⼯労働部⻑

倉⽥ 彰夫  （株）東芝 九州⽀社 ⽀社⻑

⼩南 俊⼀  ＮＴＴデータ通信（株） 九州⽀社⻑

九州松下電器（株） 取締役社⻑

⾸藤 公昭 福岡⼤学 ⼯学部 電⼦情報⼯学科 教授

⽩⽯ 司  （株）九電⼯ 代表取締役社⻑

⽵中 市郎 久留⽶⼯業⼤学 教授

⽥尻 英幹 ⻄部⽡斯（株） 代表取締役社⻑

⽥中 浩⼆  九州旅客鉄道（株） 代表取締役社⻑

中島 孝之 福岡県 商⼯部 部⻑

野⼝ 康⾒  （株）シティアスコム 代表取締役社⻑

浜辺 隆⼆  福岡⼯業⼤学 ⼯学部 情報⼯学科 教授

松川 秀彦 新⽇本製鐵（株） 九州⽀店 ⽀店⻑

宮崎 博 三菱電機（株） 九州⽀社 ⽀社⻑

松本 剛平 ⽇本電信電話（株） 理事福岡⽀社⻑

吉⽥ 將  九州芸術⼯科⼤学 学⻑
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平成１０年度 顧問

⽒ 名 役 職 名

⿇⽣ 渡 福岡県知事

井本 勇 佐賀県知事

⼤野 茂 （社）九州・⼭⼝経済連合会 会⻑

⼭崎 広太郎 福岡市⻑

杉岡 洋⼀ 九州⼤学総⻑

平成１０年度 研究顧問

⽒ 名 役 職 名

⽜島 和夫 九州⼤学⼤学院 システム情報科学研究科 研究科⻑

島⽥ 禎晉 （株）オプトウェーブ研究所 代表取締役所⻑

三井 信雄 セガソフト 会⻑兼CEO

吉⽥ 將 九州芸術⼯科⼤学 学⻑
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平成１０年度 研究アドバイザー

所属・役職 ⽒ 名 研究テーマ 研究キーワード

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・ 教授

⾚岩

芳彦
ディジタル伝送⽅式, 無線通信システム

ディジタル通信⽅式, ダイナミックチャンネル割り当

て⽅式, スペクトル拡散通信, 無線ローカルエリア

ネットワーク 適応⾃動等化⽅式, 移動通信システム

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・ 教授

⾬宮

真⼈

超並列コンピュータのアーキテクチャ, 超並列プログラミング⾔語, 超並

列知能処理アーキテクチャ

超並列処理アーキテクチャ, ⼈⼯知能, ⾃然⾔語理

解・処理

九州⼤学⼤学院シス

テム情報科学研究

科・教授

有川

節夫

計算論的学習理論, ⼈⼯知能における論理と推論, パターン照合アルゴリ

ズム, 機械発⾒の理論
帰納推論, 計算論的学習理論, 機械発⾒

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・教授

⿊⽊

幸令

⽔素プラズマのMOSデバイスへの影響, ECRプラズマによるエッチング

に関する研究, 真空マイクロエレクトロニクスデバイスの基礎研究
超LSI, プラズマエッチング, 微細加⼯

福岡⼤学 ⼯学部電

⼦⼯学科・教授 

⾸籐

公昭

⾃然⾔語をコンピュータに理解させる事を基本的な課題とする （特に⽇

本語を重視する）応⽤として知能ワープロ, ⾃然⾔語インタフェース, 機

械翻訳の研究

⾃然⾔語理解・処理, ⼈⼯知能

九州芸術⼯科⼤学

芸術⼯学部 画像設

計学科・ 教授

瀧⼭

龍三
パターン認識に関する研究, ニューラルネットワークに関する研究 ニューラルネットワーク, 図形処理, パターン認識

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・ 助教授

⾕⼝

秀夫

⾼信頼な計算機アーキテクチャに関する研究, 分散システムの分析と設計

に関する研究, 利⽤形態に合わせたオペレーティングシステム 制御⽅式

の研究

オペレーティングシステム, 分散処理, スケジュール

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・ 教授

⾕⼝

倫⼀

郎

並列画像理解のためのアーキテクチャ, 画像理解のための知識構造に関す

る研究
画像理解, 並列処理, マルチメディア処理

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・ 教授

程 京

徳

発⾒的・進化的知識処理, 相関論理による知識の表現と推論, 並⾏プログ

ラムの従属性理論とその応⽤
認識プロセス, 相関論理, プログラム従属性

九州⼯業⼤学 情報

⼯学部 機械システ

ム⼯学科・ 教授

⻑澤

勲

健康管理⽀援システムに関する研究, 地域CADシステムに関する研究, 設

計⽀援システムのための知識表現と 推論機構に関する研究, 公的知識

ベースに関する研究, 産業ロボットのための知識表現と 推論に関する研

究

CAD, 知識ベース, 設計⾔語, 健康管理, 電⼦カタロ

グ, ロボット⾔語

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・教授

⻑⾕

川 勉

感覚と⾏動の統合による 機械知能の発現機構の研究, 多⾃由度⾏動系の

動作計画, 知能移動ロボットの構成と制御に関する研究
知能ロボット, モデルベースロボット, ⾏動計画

福岡⼯業⼤学 情報

⼯学科・ 教授

浜辺

隆⼆

ホームオートメーションのネットワーク構成, インターフェース設計, 適

合性試験に関する研究, ベクトル量⼦化⼿法による画像信号および ⾳声

信号のデータ圧縮に関する研究

コンピュータ・ネットワーク,ベクトル量⼦化,データ

圧縮

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・教授

⽇⾼

達
⾃然⾔語の機械処理, 確率⽂法理論, 辞書データ構造 ⾃然⾔語処理, 確率⽂法, 辞書

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・ 教授

牧之

内 顕

⽂

データベースシステム, 並列オブジェクトベースシステム, マルチメディ

アデータベース
データベース, マルチメディア, 並列アルゴリズム

九州⼤学⼤学院 シ

ステム情報科学研究

科・助教授

村上

和彰

オンチップ・マルチプロセッサ構成をとる 新しい汎⽤マイクロプロセッ

サの開発, 超並列計算機向き最適化コンパイレーションに 係わる諸問題

に関する研究, 分⼦動⼒学専⽤マシンの開発

計算機アーキテクチャ, 並列処理, 性能評価
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平成１０年度 理事会・評議員会開催状況

会議名 開催⽇・場所 内容

平成１０年度第１回理事会 平成10年6⽉2⽇・福岡SRPセンタービル2階 視聴覚研修室
・平成9年度事業報告及び収⽀決算

・評議員の選任

平成１０年度第１回評議員会 平成10年6⽉2⽇・福岡SRPセンタービル2階 視聴覚研修室 ・平成9年度事業報告及び収⽀決算

平成１０年度第２回評議員会

（臨時評議員会）
平成10年9⽉30⽇・（財）九州システム情報技術研究所 ・役員の選任

平成１０年度第３回評議員会 平成11年3⽉23⽇・福岡SRPセンタービル3階 301号室
・平成11年度事業計画及び収⽀予算

・役員の選任

平成１０年度第２回理事会 平成11年3⽉23⽇・福岡SRPセンタービル3階 301号室

・平成11年度事業計画及び収⽀予算

・賛助会員規則の⼀部改正

・評議員の選任

・理事⻑等の専任
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平成１０年度 学会・講演会・イベントなど

種別 名称 開催期間 開催場所
形

態

定期交

流会
第１４回定期交流会「ATM技術者が描く将来のネットワーク」

平成10年4

⽉17⽇

福岡SRPセンタービル2階

研修室

主

催

定期交

流会

第１５回定期交流会「ネットワーク・コンピューティングからｅ－ビジネス

へ」

平成10年6

⽉19⽇

福岡SRPセンタービル2階

SRPホール

主

催

国内研

究交流
（財）京都⾼度技術研究所（ASTEM）との研究交流会

平成10年6

⽉29⽇

（財）九州システム情報技

術研究所

主

催

セミ

ナー
第７回ＩＳＩＴ技術セミナー「デジタル放送の展望」

平成10年7

⽉16⽇

福岡SRPセンタービル２階

 視聴覚研修室

主

催

体験教

室
体験！マイコン・ロボット・ラボ

平成10年7

⽉30⽇

福岡SRPセンタービル 実

習室１

協

⼒

定期交

流会
第１６回定期交流会「低軌道衛星システムにおけるデータ通信」

平成10年8

⽉21⽇

福岡SRPセンタービル2階

 視聴覚研修室

主

催

説明会 九州⼤学⼤学院システム情報科学研究科研究活動説明会
？？平成9年

9⽉10⽇

（福岡会場）九州⼤学ベン

チャービジネスラボラトリ

後

援

説明会 九州⼤学⼤学院システム情報科学研究科研究活動説明会
？？平成9年

9⽉25⽇

（東京会場）KKRホテル東

京

後

援

定期交

流会
第１７回定期交流会「次世代ＩＣカードの動向と電⼦商取引の展望」

平成10年10

⽉16⽇

福岡SRPセンタービル2階

 SRPホール

主

催

イベン

ト
マルチメディア市⺠講座

平成10年11

⽉28⽇

福岡SRPセンタービル２階

 SRPホール

共

同

主

催

定期交

流会

第１８回定期交流会 「システムLSIが創る新しいアーキテクチャーとビジネス

チャンス」

平成10年12

⽉9⽇

福岡SRPセンタービル2階

 研修室

主

催

国内研

究交流
（株）三菱総合研究所による講演会及び技術交流会

平成9年12

⽉21⽇

（財）九州システム情報技

術研究所

主

催

海外研

究交流

第５回ＩＳＩＴ海外研究交流講演会 「Heterogeneous multiprocessor

based System Level Synthesis ─異種のプロセッサーからなるマルチプロ

セッサーを対象としたシステムレベル⾃動合成─」

平成11年1

⽉7⽇

（財）九州システム情報技

術研究所

主

催

セミ

ナー
第８回ＩＳＩＴ技術セミナー「将来のシステムLSI技術」

平成11年1

⽉22⽇

福岡SRPセンタービル２階

 視聴覚研修室

主

催

海外研

究交流

第６回ＩＳＩＴ海外研究交流講演会 「Indusrial-Strength Formal Methods

─産業界で効⼒を発揮する形式⼿法─」

平成11年2

⽉10⽇

福岡SRPセンタービル２階

 研修室

主

催

イベン

ト
The 2nd Joint Workshop on System Development

平成11年2

⽉12〜13⽇

Hankook Condominium /

Chejudo（韓国）

共

同

主

催

定期交

流会

第１９回定期交流会 「電気通信事業の現状と新たな挑戦 ―⼤競争時代の到来

と『九州電話』の誕⽣―」

平成11年2

⽉19⽇

福岡SRPセンタービル2階

 SRPホール

主

催

セミ

ナー
第９回ＩＳＩＴ技術セミナー「インターネットのQoS技術」

平成11年3

⽉5⽇

福岡SRPセンタービル２階

 SRPホール

主

催

イベン

ト
ISIT特別講演会「Smart Card and Electronic Commerce（英語講演）」

平成11年3

⽉5⽇

（財）九州システム情報技

術研究所

主

催

２ 交流事業 本⽂へもどる
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平成１０年度 海外出張

出張期間 出張者 出張先 ⽤件

平成10年5⽉24⽇〜5⽉

30⽇

第2研究室研究員 張 

漢明
マカオ

研究討議：国際会議

KIT WORKSHOP

平成10年6⽉14⽇〜6⽉

21⽇

第1研究室研究員 伊達

 博

⽶国（サンフランシ

スコ）

研究発表・研究討議：国際会議

35th Design Automation Conference

⽶国（スタンフォー

ド）
スタンフォード⼤学との研究討議

平成10年10⽉17⽇〜10

⽉25⽇

第1研究室研究員 伊達

 博
⽶国（ワシントン）

研究発表・研究討議：国際会議

International Test Conference 1998

平成10年11⽉8⽇〜11

⽉16⽇

第1研究室研究員 伊達

 博
⽶国（サンノゼ）

研究発表・研究討議：国際会議

IEEE/ACM International Conference on Computer Aided

Design 1998

⽶国（ラホヤ）

研究発表・研究討議：国際会議

IEEE International High Level Design Validation and

Test Workshop 1998

平成10年12⽉24⽇〜12

⽉26⽇
次⻑ 森光 武則 中国（瀋陽） 委託契約に関する協議

平成10年12⽉24⽇〜12

⽉26⽇
総務部⻑ 砂⽥ ⼋郎 中国（瀋陽） 委託契約に関する協議

平成11年2⽉11⽇〜2⽉

14⽇
研究所⻑ ⻑⽥ 正 韓国（済州）

研究討議：国際会議

The 2nd Joint Workshop on System Development

平成11年2⽉11⽇〜2⽉

14⽇

第1研究室研究員 伊達

 博
韓国（済州）

研究発表・研究討議：国際会議

The 2nd Joint Workshop on System Development

平成11年2⽉11⽇〜2⽉

14⽇

第2研究室研究員 張 

漢明
韓国（済州）

研究討議：国際会議

The 2nd Joint Workshop on System Development

平成11年3⽉14⽇〜3⽉

20⽇

第2研究室研究員 須賀

 祐治

⽶国（ミネアポリ

ス）

研究討議：国際会議

The 44th International Engineering Task Force

平成11年3⽉14⽇〜3⽉

20⽇

第2研究室研究助⼿ 後

藤 幸功

⽶国（ミネアポリ

ス）

研究討議：国際会議

The 44th International Engineering Task Force

［参考］九州⼤学教授として出張

平成10年5⽉24⽇〜5⽉

30⽇

第2研究室研究室⻑ 荒

⽊ 啓⼆郎
マカオ

研究討議：国際会議

KIT WORKSHOP

平成11年2⽉11⽇〜2⽉

14⽇

第2研究室研究室⻑ 荒

⽊ 啓⼆郎
韓国（済州）

研究討議：国際会議

The 2nd Joint Workshop on System Development
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平成１０年度 新聞・雑誌・テレビ報道関係実績

種 別 タイトル 発表年⽉

朝⽇新聞（朝刊）
シーサイドももちからの情報発信

＝21世紀の情報技術の創造と交流
平成10年5⽉1⽇

⻄⽇本新聞（朝刊）
参加し、学び、考えよう

―中学⽣へ夏の理科教室―
平成10年5⽉5⽇

⽇刊⼯業新聞 4⽉合併発⾜した新会社・⽇⽴超LSIシステムズ
平成10年5⽉29

⽇

⻄⽇本新聞（朝刊）
未来の“科学者”育てる

―九⼤⼤学院教官ら中学⽣にハイテク授業―

平成10年7⽉30

⽇

⽇刊⼯業新聞
システムLSIの研究開発に挑む

―21世紀の中核研究拠点を目指す―

平成10年8⽉27

⽇

⽇刊⼯業新聞 福岡市3⽇から実証実験
平成10年10⽉1

⽇

DESIGN MAGAZINE
システムLSIのテストはBEST,スキャン回路,専⽤バス

の併⽤へ

平成10年10⽉1

⽇

官庁速報（時事通信社） 本⼈確認などオンライン認証実験
平成10年10⽉2

⽇

⽇本経済新聞（朝刊） 個⼈情報保護「鍵」は暗号
平成10年10⽉3

⽇

RKB毎⽇放送（テレビ） RKBニュース インターネットで⾏政サービス
平成10年10⽉3

⽇

TNCテレビ⻄⽇本（テレビ） TNCニュース オンライン認証実験を実施
平成10年10⽉3

⽇

⻄⽇本新聞（朝刊） 福岡市が実験開始 ―全国初の地域ぐるみ検証―
平成10年10⽉4

⽇

福岡市政だより
オンライン認証実験始まる ―⾃宅から図書館の蔵書

検索―

平成10年11⽉1

⽇

鴻都 Vol.39

福岡市から発信される次世代メディア

―住⺠参加のネットワークで未来型の地域メディア構

築―

平成10年12⽉1

⽇

都市科学 1998.12. Vol.38 「福岡市オンライン認証実証実験」開始
平成10年12⽉1

⽇

⻄⽇本新聞（朝刊） 次世代デジタル事業九⼤などの74テーマ
平成10年12⽉8

⽇

⻄⽇本新聞（朝刊） 教育情報化推進事業採択候補も63テーマ
平成10年12⽉8

⽇

⽇刊⼯業新聞 半導体関連業界 ―学⽣ベンチャー企業が誕⽣―
平成10年12⽉

17⽇

ふくおか経済 1⽉号 シーサイドももち地区周辺でオンライン認証実験 平成11年1⽉1⽇

ふくおか経済 2⽉号 ISIT新設の第3研究室は今春にも本格的研究を開始 平成11年2⽉1⽇

Multimedia News（九州マルチメディア懇話会会報）

Vol.36, 1999-3

（財）九州システム情報技術研究所へのヒアリング

テーマ：「福岡市オンライン認証実証実験の紹介」
平成11年3⽉1⽇
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